
校 訓 の 実践 を め ざ し て  

広占古市正和入高等学校長   岡  本  安  正   

本校の遅刻防止の指導は，校訓実践のため  

の具体的活動であり，校訓制定以来の大きな  

努力事項である。時【甘畷守の習慣は，集団佳  

活の中で節度のある行動のできる人間を形成  

するものであり，また，何事にも貢剣に取り  

組んでいく姿として，きわめて大切なもので  

ある。したがって，単に遅刻をゼロにするこ  

とを自的に推進しているだけではない。遅刻  

の問題を通して，校訓「おのれに徹し」「人  

のために生きる」人間を育てていくという高  

次の目的を持っている。それを個々の仕徒の  

自覚の上に確立させることこそ．われわれの  

目標とするところであり，本校では全職員生  

徒一休となって懸命に努力しているのである。   

この遅刻防止の指導に1Lまらず，すべての  

教育の営為のためには，その過程を記録し，検  

討吟味を加え，更に新しい目標にチャレンジ  

していくという研究的実践の継続が必要であ  

る。教育実践はこのようなものであるとき，  

はじめて真に意義あるものとなるのである。   

時あたかも，広島市は政令指定範市として  

確かな歩みを始め，広島市教育センターもー  

段と拡充整備がなされようとしている。教育  

関係職員は，研修を積むことによって絶えず  

自己を磨き，明Hからの教育実践を一層確か  

なものとし，広島市教育の推進に尽力したい  

ものである。  

本校の教育は．   

「おのれに徹して人のために／仁きよう」  

という校訓の趣旨を体りし，実践することが  

できる人間を育成することを目標としている。   

本校は高等学校再編成の結果，総合制・学  

区制・男女共学制の三大原．口J」に基づいて，昭  

和24年5月9日，付入高等学校として誕生し  

た。この校訓は，年と共に教育が徹底し，校  

風が安定するにつれて，時の外林秀夫校長が，  

生徒指導の核心となり∴将来への道標となる  

ものとして構想を練られ，昭和28年元上＝こ制  

定されたものである。   

「おのれに徹する」とは，おのれを厳しく  

磨いて，その能力を最大限に吐かすことであ  

り，自己の人間件の開発陶冶による絶えざる  

向上発展，すなわち「自主性の確立」を意味  

する。「人のために生きる」とは，他を助け  

て，そのために全力を尽くすことであり，そ  

れによってはじめて全うされる愛他精神，す  

なわち「社会件の陶冶」を意味している。   

これらは，社会がいかに変わろうとも変わ  

ることのない，われわれが生涯にわたって守  

らねばならない大道を教えている。このよう  

な観点から，本校では，「おのれに徹しうる」  

人間の育成を目指して，知育・徳育・休育の  

いずれにも片寄らない，調和のとれた教育の  

推進を期している。  
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子 ど も を ど う 伸 ばすか  

広島大学助教授  溝   上   

教育とは「きょう行く」ことだということを  

聞いた。これはうまいどろ合わせのようにみえ  

るが，むしろそこにはきょう一目の教育実践を  

大切にしたいという教師の願いが込められてい  

るように思われる。教宇の子どもはたえず活動  

している。それを伸ばし高次なものに導くため．  

教師は子どもの様子を見きわめ，適時に適切な  

はたらきかけを必要とするのである。   

ある実践記録を読んでいるとこんなことが苦  

かれていた。小学校1年ノト．の子どもに「八郎」  

の話を読み聞かせ，それを絵に義軍する将業に  

おける出来事である。その時教師はいつもより  

大きめの画用紙を子どもに源しておいたのであ  

るが，一人が「用紙が足りないのでもうー枚く  

ださい」と言いながら，次々とかき足していき，  

何と10枚もの画用紙を用いて八郎がLJjを持ち上  

げた見事な姿を完成させたのである。他の子ど  

もも大抵，二．三枚の用紙を継ぎ足して大きな  

八郎をかいていった。子どもは自分でかいた／＼  

郎に驚き，教師も子どもが発揮した力の偉大さ  

にびっく りしたという。   

この実践を通して感心させられたのは教師が  

子どものかきたいという気持ちにただちに応え，  

子どものもっている能力を十分に出させたこと  

にある。この場合，一枚の画用紙という粋を取  

り去るという教師の決断が子どもの育成に思わ  

ず役立ち，教師も子どもの力を知る機会に虐ま  

れることになったのである。   

次にこれは最近訪問した中学校のことである  

が，一週間に一度学級単位でレクリューション  

の時間を設け，担任も混えて学級の生徒が楽し  

いひとときを過ごしている。学級担任とはいえ，  

教科別指導のために学級の生徒との接触の機会  

は多くないのが実情である。まして，親密さを  

深めるためにはそれなりの努力を必要とするこ  

とになる。その学校の2年桂のある担任がこん  

なことで悩んでいるという話を聞いた。それは  

学級の巾の一つのグルー70が内部分裂のためし  

っくり行かなくて関っているということであっ  

た。そのグループの世話役は女子であるが，そ  

れに対立する三名の女子の仲好し紬と男子の仲  

間がそれぞれ孤立しているのでグループ0をまと  

める何かよい解決策はないものだろうかという  

問いかけである。こういうことは大なり小なり  

どの学級でも見受けられることである。ヰニ徒が  

心を一つにして睦まじく活動してくれることが  

拒任としての願いであることにちがいない。そ  

の解決のための努力は様々に試みる必要があろ  

う。   

私はそれに対する打開策の一つとして次のよ  

うに考えたいと思う。それは，例えば運動会や  

文化的行幸としての発表会などを成功させるた  

めの係活動ないしはグループの役割を果たすた  

めの活動をすることによって改善されるのでは  

ないだろうか。つまり，R然発生「】勺な仲間から  

活動の目標をもったグルーフロに高めるようにし  

たいものである。中，高生はナどもから大人に  

至る「中一7り人」または子どもの「周辺人」とし  

ての什格をも「ている。かれらに必要なことは  

自らなすべき目標を「】月確に意識し意味のある計  

画を実践することである。   

以上の事例から私は教育実践の二つの側面を  

明らかにしようとした。それは個人の能力をど  

う伸ばすかということと，個人が所属するグル  

ープや学級をどう高めていくかということであ  

った。これら両者は決して対立するものではな  

く，調和しながら相補的にしかも統一的に発展  

しなければならない。それを助長し導くために  

は教師が教育的知恵を用いて平素実践を徹底し  

ておくより外ないのである。  
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「ゆとりあるしかも充実した学校生活」の実現のために  

－ 「青少年と社会参加」について －   

学校教育に固有かつ独自の任務は，学力の形  

成にある。しかし，この学力を形成する基礎を  

なし基盤をなすということにおいて，人格の形  

成がある。学力の形成が寸ぐれた質のものとな  

るためには．その基礎，某鰹の形成の質を十分  

に吟味検J寸していく必要がある。児童生徒が心  

身ともに安定した状況のFでより充実した学習  

が行われるようにといわれるゆえんである。   

「ゆとりのあるしかも充実した学校生崩」の  

実現を目指して，各学校の「創意と工夫を凝ら  

した教育課程」が，本年度から逐次実施されて  

いく。教育活動は地道な営みであるが，継続，  

発展されていく活動である。とりわけ「ゆとり  

あるしかも充実した学校隼活」は．実質ある内  

容と活動が創意されなければならないものであ  

るだけに，ていねいにしか机軒実に累積してい  

く必要がある。   

各ツ校とも，教育課程審議会の答申，教育課  

程の某準としての新しい学習指導要領が目指す  

ものを構造的に理解し，適切な編成による実施  

ないし移行過程にあると考えられるが，「ゆと  

りあるしかも充実したツ校生活」の創意に関し  

ては，青少年問題審議会（会長茅 誠司）が総  

押大臣に意見貝申した『青少年と社会参加』（昭  

54．7．5）なども研修資料として意義あるもの  

と考えられる。   

この『青少年と社会参加』は，まえがき及び  

第1－5壱から成っている。以下に，「節4章  

社会参加を育てるもの 第2節学校における育  

成」の→郡を抜草して紹介してみたい。   

「市少年の社会参加は，学校教育人口の拡大  

とともに，在学市少年を抜きに考えることはで  

きない。つまり，学校は，つねに児童，生徒の  

人格形成上の発達課題の達成を目指して，社会  

参加に関する教育努力を進めることが必要であ  

る。そのために，児童，生徒（小・中・高校）  

の人間形成のうえで，学校数育が，家庭教育，  

社会教育との関連で，どのような役割を分担す  

べきかが明確にされる必要がある。   

特に重要なのは，授業時間数の削減によって  

／卜した『ゆとりの時間』を，児童，生徒の自主  

性や創意工夫を／卜かす学習活動の場とし，また，  

児苗，生徒に生命の尊重，社会規範の順守，暴  

力の否定などについて指導する場とすることで  

ある。   

また，このゆとりの時間を，社会連帯性を自  

首させ，日工的な行動力を身につける教育にど  

う活用するか，勤労にかかわる体験的な学習を  

校内外の勤労，ヰ標的行事やクラブ活動にとう  

結び付けるか，また特別活動においては，集団  

活動を通じて，よりよい／卜活を築こうとする協  

力的，自主的，実践的態度をどう再てるかも必  

要なことである。   

このような教育内容についての問題だけでな  

く，学校という意図的につくられた教育環境と  

教育の専門職である教師の役割も，また，在学  

市少年の社会参加を推進する有効な手段，方法  

を生みけすであろう。   

邦1に，校庭や体育館その他の学校施設の一  

般開放によって地域との連帯の強化を図ること   

第2に，児▲1巨，生徒を進んで校外の各栢団体  

法動に参加させることによって，学校ぐるみで  

社会参加の一軍を担うこと   

第3に，少年自然の家，青年の家その他の各  

柿社会教育施設を利用して集団による宿泊研修  

を行い，多様な体験をさせること   

第4に．教師もまた，地域の文化，スポーツ  

店勤などに自発的に参加することによって，ボ  

ランティアリーダー と しての役割を果たすこと   

などである。」  

－ 3 一   



蔵 書 紹 介   

ゆとりある教育の探究新堀通也著 ぎょうせい  

教育課程の経営（現代′、；ご・佼経営講座3）  

奥け＝て又ほか署二 第一法規  

教育課程の目標管理  伊藤和衛著 明治図書  

ゆとりと充実をめざす学校でつくる教育課程  

三枝源一郎著 明治図書  

創意と工夫を生かした学校の創造活動  

杉山1［一編著 東洋館．【lう版祉  

新教育課程と小学校経営  

吉本二郎編l牲治図書  

新教育課程と中学校経営  

北沢弥吾郎編 明治図書  

高等学校新教育課程の解説  

委相手彦着 ぎょうせい  

案  内  図  

（4）〔教育課程関係1  

学校経営実践講座 奥仕け㌣丈ほか編 第一法規  

第1巷 教育課程編成の基礎研究  

節2巻 教育課程編成・実施の実際  

節3巷 児童生徒の指導と管理  

部4巻 教職員の指導と管理  

第5巻 施設・設備の活用と管理  

邦6巷 新しい学習形態と学習指導の開発  

部7巻 新しい指導組織の創造  

節8巷 創意ある教育活動の展開  

ゆとりある学校生清美践選書（全3巷）  

大迫輿男ほか編著 ぎょうせい  

「ゆとりの時間」の展開事例  

伊藤一郎編 明治悶rl手  

大石勝雪編＋明治図書  

小学校編  

中学校編  

交通機関   

】 ハ   ス   

トごしミのバスをイ川】される場nは，いずれも   

ヰ＝＝折叫二丁目r「車し亡く／ごさい。  

（1）ハスセ／ウ1から  

」よ町締山 叶～ノ黒川 ■：▲ごi陽A用地又はB卜刀  

‥←■一■  
＼JムJご立夏りち．」吋鉄バス．JムJ詫バス＞  

12）仁り誌恥かイ （広鳥駅前r タイエー西）  

り㌍，中深川．｛槻A用地，．ニ■ご」陽B卜汁唯  

又はfユ」！iJ  

／広／11交1句，」郁映バス＞  

（3）八丁髄から （八丁塊レヾスl∵）  

ノ」坂＝（†J坂、†二†棋鋸  

く広㍍宣一欽＞  

箪ノ．の′室l勺聞の「仲川山荘バスの＝ほ」か  

ら紳‖＝圧汀「イクロバスがありますので  

′竹．？；があればこ’串‖f」く／、ささい。  

2 「】官用車  

射車場（1あります。  

なお，途「1】臥喧しのよくない勘桐iあり，   

そのr柑？蹄にもちっrいますので，交通′友   

仝に1もをつけてく／ごさい。  

新学習指導要領は，改訂の基本方  

針の第一に．人間性豊かな児童年  

そしてそのひとみの輝きにまで配暦する基底に  

は，児各生徒のいのちを貢に尊重する教師の哲  

学と基本的資質があると考えたい▲更に，児童  

生徒との心の触れ合いが豊かに行える教育活動  

の創造に努めたい。教育活動全休を通じて，個  

個の子どもの能力や人格等の仲島を図る指導に  

は，児童生徒と教師との好ましい人間関係をは  

ぐくんでいく営みが不可欠である。真に人間机 

豊かな教育は，一対一で接していく機会と場を  

創造し，人間的理会を深める所動を活発に行う  

ことによって，更に豊かなものになると考える  

▲本号は，岡本校長の校訓の実践と溝ヒ先任の  

子どもをどう伸ばすかの論致をいただいた。  

編集後記  

徒の育成をあげている▲人間性豊かな教育，そ  

れはまず，教師自身，人間惟の豊かさを求める  

努力が必要である。人間性豊かな教育は，児童  

生徒を支援し，彼らと共に問題を解明していく  

指導において生き生きと実現する。教師の人間  

惟が，教科・領域等はもちろん，その全教育活  

動にたくまず疹出するのである。人間性豊かな  

教育は，人間としての教師の人格が中心的役割  

を担うと考えられる▲次いで，教師は，心の脆  

から児竜年徒が好きでありたい。目標の達成を  

目指して，一人一人の児童年徒の学習の姿に，  
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